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コミュニティにおける暮らしやすさ 

―NVivo によるインタビューデータの分析 

  

林 直保子1 

 
 

 本稿では、大阪府南部の N 地区で行ったコミュニティでの暮らしやすさに関するインタ

ビューデータを、質的分析支援ソフト NVivo で分析した結果を紹介する。 

インタビュー調査は、N 地区で 2014 年に「スマートエイジング団地再生モデル事業」の取

り組みが開始されてから約 5 年後の 2019 年 2 月～7 月に、「N 地区への転入についての調

査研究」として実施した。調査対象者は、比較的近年 N 地区へ転入された方を対象に、地

域のまちづくり拠点を通じて募集した2。 インタビューには、30 代 5 名、40 代 3 名、60

代 1 名、70 代 2 名の計 11 名の方に参加いただくことができた。 

 インタビューに先立ち、調査の主旨、聞き取り内容の秘匿（個人を特定して引用しないこ

と）を記載した書面を用いて説明し、同意を得た上で実施した。 

 インタビューは半構造化インタビューの形で行われた。インタビューで聞き取りした内

容は、以下の通りである。 

●N 地区への転入の理由・きっかけ 

●事前の情報収集 

●転居前後の生活の変化 

●N 地区での暮らし、地域との関わり 

●N 地区の子育て環境 

 

 インタビューは対象者の許可を得て録音し、すべてテキスト化して分析に用いた。また、

インタビューデータを分析するため、質的研究支援ソフト（NVivo）を利用した。同ソフト

ウェアは、文書に含まれるテキスト情報に、分析者が自由にコードを付与することができ、

そのコードに基づき当該データの再整理を行うことにより、テキスト情報の構造化を行う

ことを支援するソフトウェアである。 

N 地区の暮らしやすさに関する分析結果を Table 1 に示す。分析では、まず、N 地区の暮

らしやすさに関して、物理的な環境要因と社会的な環境要因に大きく分類した。さらに、イ

 
1 関西大学社会学部教授 

2 ただし、近年 N地区内で転居されており、N地区への転入から 10年以上経過している方 1名にも参加

いただくことができた。本稿の分析にはその方のデータも含めている。 
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ンタビューで得られたテキスト情報をもとに一旦探索的にコード化した上で、分類名や分

類構造の修正を重ねた上で、すべてのデータに対して、再コード化を行った。その結果、物

理的な環境に関しては、買い物や医療へのアクセス、移動などの生活利便性、住居そのもの

への満足、街並みや景観、静かな環境など、物理的な環境としての街の魅力にカテゴリー化

された。 

また、社会的環境に関しては、実家や知人・友人、サークルや K テラスなど様々な対象

との社会的ネットワーク、子供の教育環境、地域への愛着や地域に受け入れられているとい

う感覚（ウェルカムな雰囲気）などにカテゴリー化された3。 

本インタビューは「N 地区への転入についての調査研究」として行われたため、対象者は

基本的に過去 8 年以内に N 地区に転入しており、その約半数が転入の時点で未就学児をも

っていた。中カテゴリーの「子育て」、小カテゴリーの「教育環境」は、転居先の決め手と

なった要因として、N 地区の「学区」が挙げられたものである。ただし、同じく社会的環境

のなかの「社会的ネットワーク」カテゴリーには、子育て支援としての実家や、K テラスの

サポートが含まれており、また、「子育てに適した静かな環境」は、物理的な環境の方に分

類されており、社会的な「子育て」環境に分類された「学区」は、むしろ他のカテゴリーに

分類されずに残った部分として捉えることができる。 

次に、N 地区の暮らしで不便を感じること、リスクを感じていることについて分析を行っ

た（Table 2）。分析の進め方は、基本的に「暮らしやすさ」の場合と同様である。 

  

 
3 Kテラスは 2015年 10月に 365日オープンの地域のまちづくりコミュニティ拠点として N地区３丁目

のスーパーコノミヤの２階にオープンした。2016年 5月からは月 1度の子育てサロンを行っているほ

か、月 1度地域の情報を発信する「K通信」の発行など、さまざまな活動を行っている。 
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生活において不便を感じることの内容は、基本的に移動に関するものと子育てに関する

ものに集約できる4。 移動に関しては、高速の入口が遠いというコメントが複数見られた

ほか、最寄り駅へのアクセス、坂が多いため自転車は不便といった内容で、多くの回答者に

共通の内容となっていた。また、子育て関しては、公園に言及したものが多く、「公園があ

るにはあるが、使えない」という内容が目立った。公園が使えない理由としては、「公園に

人がいない、遊び相手がいない」といったものが多く、K 地区内に小さな公園が点在してお

り、「誰もが集まる大きな公園」「そこに行けば誰かいるような遊び場」がないことが、子育

て世代の悩みとなっていることがわかる。また、子供の習い事の送り迎えが必要ということ

も、子育て世代の共通の悩みとしてあり、K 地区においては移動に関する不便さが、かなり

大きな部分を占めていることが確認された。 

生活でリスクを感じることの内容は、夜道が暗くて危険というものと、公園の遊具の老朽

化の 2 種類であった。前者に関しては「街灯を増やすとかなりコストがかかると思うので、

緊急時のための対策としてスマホを持たせるか迷う」のような個人的な解決を模索するコ

メントが複数見られた。 

最後に、「不便を感じていること」と類似しているが、具体的な改善を望んでいる内容の

コメントをまとめた（Table 3）。Table 3 からもわかる通り、公園と移動の改善は K 地区で

の暮らしの満足度に大きく影響することが予想される。 

今回のインタビューでは、近隣トラブルなど対人的な面でのネガティブな内容は一切言

及されなかった。インタビューデータの分析を通して、移動と子育ての物理的な環境につい

て、いくつか不便に関していることがあるけれども、社会的なサポートに関しては総じて大

変高い満足が得られており、N 地区が住み心地のよい街であると認識されているという結

果が得られた。 

 

 
4 医療に関しても、大病院に通院するためにタクシーを使う必要が生じるなど、結果的に移動の問題とし

ても分類可能なものが含まれている。 


